
 
 

『ぼくはおじいちゃんと戦争した』を読んで 
 

私はこの本を読んで、「ぼく」とにているところと 

にていないところがあると思いました。 

にているところは、「戦争だ！」と自分で言って、 

自ら始めているにもかかわらず、 

（おじいちゃんだから）てかげんしてしまうところです。 

にていないところは、てかげんするとはいえ、 

戦争をするという勇気をもっているところです。               

   あやか い(小４)                     



 

『ぼくはおじいちゃんと戦争した』を読んで 
 

今まで戦争とはなんだろうなんて一度も考えていなかったけれど、 

この本を読んで、戦争とは何かの考えがわかった気がした。 

でも、ぼくとおじいちゃんの戦争を見て、 

こんな戦争もあるんだなと思った。 

わたしもだれかと戦争したいなと思いました。 

           ゆみ(小５) 

                                      



 
 

『ぼくはおじいちゃんと戦争した』を読んで 
 

最初に題名だけを見たら、血祭りを想像してしまったけど、 

読んでみたら死ぬようなことがなくて安心した。 

わたしも自分の居場所をとられたら不満に思うけど、戦争という発想は 

でてこないから、最初にスティーブが「戦争」と言ったのがしょうげきだった。 

        この本を読んで、戦争はとてもこわいものだと知れた。 

わたしは世界が平和になってほしいと思った。 

そのために自分にできることを見つけたい。 

     はるか(小５) 



 
 

『ぼくはおじいちゃんと戦争した』を読んで 
 

“ぼく”は、自分の部屋をおじいちゃんにとられたことで、 

戦争を始めました。本物の戦争ではなく、「いたずら合戦」です。 

おじいちゃんのいたずらは手がこんでいて、おもしろいので、 

読んでいると、顔がニンマリしてきてしまいます。 

戦争をしたことで、二人は大切なことを知ることができます。 

ぜひ読んだら、あとがきにも目を通してください。 

おどろく情報があります。 

   こころ(小５) 



 

『ぼくはおじいちゃんと戦争した』を読んで 
 

ぼくは、おじいちゃんは、なかなかおもしろい人だなと 

思いました。楽しく戦争にのってきて、 

それぞれ、ちょっとしたトラブルをおこして、 

なかがいいんだなと思いました。  

                          あつき(小４)     



 
 

『ぼくはおじいちゃんと戦争した』を読んで 
 

おじいちゃんに部屋をとられた「ぼく」に同情しました。 

しかし戦争はやはりいけないことだと思います。 

戦争は相手が悪いことをすると自分自身もそれ以上に悪いことをし、 

それがくりかえされてとてもひさんな事になるので 

おたがいに思いやって解決するべきだと思いました。 

         こうのすけ(小５) 

                                      



 
 

『ぼくはおじいちゃんと戦争した』を読んで 
 

大好きなおじいちゃんは部屋どろぼう？！ 

ピーターとおじいちゃんの小さな戦争がハラハラする！！ 

おじいちゃんの部屋にしのびこむ！しずかに…。 

戦争は話し合いをしないから起きる。 

言葉を伝え合う大切さを感じた。 

                  ひまり(小６)               



 

『青の読み手』を読んで 
 

この話は、下町ネズミの少年ノアが姉のようにしたっている 

行方不明の少女ロゼを、サロモンの書と 

しゃべるネズミパルメザンの力を借りてさがしだす話です。 

私は、ノアが悪い「男しゃく」に命令され、 

サロモンの書をぬすみだすシーンが一番ドキドキしました。 

                           ふみか い(小５)                          
 



 

『青の読み手』を読んで 
 

私は、この本のもくじのページを開くと書いてある 

「血の色をした本」や「生きている本」などが 

「この本おもしろそう。」「はやく読もう。」という気持ちを 

引き出してくれるので、いいと思いました。  

                           あやか い(小４)                      



 

『青の読み手』 を読んで 
 

このお話は、こわかったです。 

赤い本、あくま、男しゃくがとくにこわかったです。 

でも、続きは読みたいと思える本でした。 

わたしは、王子の正体がでっかいカエルだと知って気持ち悪くなりました。 

わたしは、自分に愛情をそそいで育ててくれた人を 

王子はかんたんに毒でころせるなんて最低だと思いました。 

ロゼ姉さんに会えてよかったと思いました。 

         はるか(小５) 



 

『青の読み手』 を読んで 
 

このお話は王室から下町、修道院といった幅広い場所が舞台となっていたり、 

過去と現在を行ったりきたりしていて、少し理解するのに時間がかかりました。 

でも、理解すると壮大なストーリーとたくさんの伏線があり、とても面白かったです。 

特に、「下町ネズミ」として国の最下層にいたノアが 

ある一つの依頼から王宮で繰り広げられる陰謀に巻き込まれていくのは 

びっくりしたし、少し怖いところもあったけれどワクワクしました。 

                           ななえ(小６) 



 
 

『青の読み手』を読んで 
 

主人公が姉を必死に助けようとするのですが、 

僕にも兄弟がいるので、自分ならどうするかということを 

考えながら読み進めました。 

僕もノアのような行動力が欲しいと思いました。 

                  こうのすけ(小５)               

                                      
 



 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

けんか別れをした碧衣と希子だったけど、 

手紙でまた仲直りできてよかったです。 

桜川さんの物語もおもしろかったです。 

最後に、桜川さんだけでなく、クラスのみんなが碧衣と仲良くなったのは 

桜川さんの物語のおかげだと思います。 

                                    さくら(小４) 



 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

この本はとちゅうとちゅうに入っている妖精リーナの物語もおもしろく、

一人一人を大切にしているお話だと思いました。 

光矢がかく絵もすごく美しくて、きれいです。 

夏休みの宿題を、３人で「妖精リーナの冒険」を本にして、 

学校の図書室におこうと決めるのがエピローグですが、 

この後どうなったかがとても気になります。  

               ふみか い(小５)                                     
 



 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

ずっと一人だったあおいが、一つの物語で 

友達をつくるところがおもしろかったです。 

私も結奈と同じで、物語をときどき書いているけれど、 

途中でやめてしまって、やる気をなくすところが似ているなと思いました。 

でも、私も、あおいのような友達がいたので、 

物語のつづきを考えることができました。 

この本のシリーズがあったらいいなと思います（笑） 

             ゆみ(小５) 



 
 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

碧衣が拾ったノートの作者が結奈と知っておどろきました。 

碧衣は希子とはなれてしまって、友達が作れなかったけど、 

どんどん友達がふえていってよかったと思いました。 

「妖精リーナの冒険」の続きを結奈ががんばって書いて、 

それを光矢と三人で協力してすごいと思いました。 

                     さき や(小６) 

                                      



 
 

『わたしたちの物語のつづき』を読んで 
 

わたしは本を読むのは好きだけど、 

物語とかを書くのは苦手なので、結奈はすごいと思いました。 

「妖精リーナの冒険」が、わたしもおもしろいと思いました。 

わたしもお話を書いたことがあったけれど、一人じゃ満足なものが 

作れなかったので、本もいろんな人と協力して作っていると 

書いてあったところを読んで、うなずいてしまいました。 

            はるか(小５) 



 
 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

このお話には、物語を作っている小学生がでてきます。 

本を読むのが好きで、たまにお話を作っているわたしにとって、 

「同じだ」と思うところもありました。主人公のあおいが、 

最後まで作者のサポートをして、すてきな物語が完成しました。 

あおいは、物語ができていくにつれて、勇気を出して一歩ふみ出せました。 

わたしの物語をだれかが読んでくれることがあったら、 

読んでくれた人が元気になれるようなお話を作りたいです。 

                                   こころ(小５)                                      



 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

わたしは、結奈が書いた「妖精リーナの冒険」という本の題名が 

いい題名だと思いました。 

理由は、「冒険」という言葉が入っているからです。 

冒険は、ドキドキしたりワクワクしたりするので、 

「妖精リーナの冒険」も同じようにドキドキ、ワクワクしました。 

                               ひなた(小４)                                   



 
 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

わたしは結奈がすごいなと思いました。そのわけは、 

一回書くのをあきらめた物語を、あおいが勇気づけて完成させたからです。 

この物語で、いいなと思ったことは、だれかが一人だけで書くのではなくて、 

みんなで協力していたところです。 

心に残ったので、また読みたいです。 

                        あやか つ(小５) 



 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

このお話は、「妖精リーナの冒険」というお話を 

「わたしたちの物語のつづき」というお話の中で作っていく内容です。 

よくお話の中にお話がある本はよくありますが、 

その物語を作っていくというお話を私は初めて読みました。 

「わたしたちの物語のつづき」の途中途中で、「妖精リーナの冒険」が 

展開されていくので、早く続きが読みたくなるという 

主人公の女の子にとても共感しました。 

      ななえ(小６)           



 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

主人公のあおいが小さなノートを拾い、 

その物語の続きを読みたくて、 

いっしょうけんめい作者をさがしていたのが、すごいと思いました。 

そして作者の人とたくさんしゃべり、物語のつづきが 

無事読めて、いいお話だなぁって思いました。 

         ゆきな(小５) 
 



 

『わたしたちの物語のつづき』 を読んで 
 

本をつくるためには、大変なことがたくさんある。 

私もお話を書いてみたことがあるけれど、 

と中でおもしろいか分からなくなって、止まってしまう。 

でも、この本を読んで、私も新しい本を書きたいと思った。 

本の中の言葉一つ一つをしっかり考えたい。  

                        ひまり(小６)                                     
 



 
 

『わたしの気になるあの子』を読んで 
 

これは学校のこまかなルールにぎもんをもった子どもたちが、 

全力で学校にこうぎしようとするお話です。 

私は、「詩音」という少女がかみの毛をそって丸がりにし、学校に来て、 

冷やかす人々の視線を感じながら一人ぼっちになっているとき、 

主人公の女の子が助けてあげるシーンが気に入っています。 

私もそんなことができるといいです。  

              ふみか い(小５)             




